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＜まとめ＞ 

 東北大学病院てんかんセンターでは、大学病院の３つの柱「診療・研究・教育」においてそれぞれ活発な活

動を展開している。 

臨床面では、てんかん診療連携コーディネータ研修を受けたソーシャルワーカーらが地域医療連携センター

に配属され、院内外の連携の中核を担っている。まず院内連携では、東北大学病院長賞を受賞した昨年に続き

従来の複数診療科連携を推進するとともに、病院内の多職種がかかわる組織との連携強化を実施した。具体的

には、地域医療連携センター、生理検査センター、遠隔医療ワーキンググループ、放射線部、看護部などであ

る。とくに生理検査センターにおいては、院内の脳波検査の判読を施行日のうちに実施できるような判読医の

ローテーションを組んだ。これによって救急センターなどでの脳波検査の利用が促進された。次に院外連携で

は、オンライン症例検討会を通じて宮城県のみならず東北地方全域や、北海道から西日本各地とも連携を深め

ている。またオンラインセカンドオピニオンを用いて、全国各地や離島などからの患者紹介にも対応してい

る。 

研究面においては、てんかん科や脳神経外科を中心に活発な基礎研究および臨床研究を展開している。てん

かん科が運営する株式会社 eMindとの「てんかんスマート医療共同研究講座」や、工学部や大塚製薬株式会

社、株式会社スピンセンシングファクトリーと連携している「先端スピントロニクス医療応用共同研究講座」

など、さまざまな企業との共同研究を展開している。研究目的での外部資金の獲得も増えており、教員スタッ

フ以外の大学院生も含めての国際的活動が実現している。 

教育面においては、てんかん診療を推進する人材育成を究極のゴールとして、あらゆる機会を利用してい

る。とくに本年度は、教員だけでなく大学院生を含めての各種表彰など、受賞ラッシュの年となった。国際抗

てんかん連盟（ILAE）に設けられた委員会や作業部会においては、のべ６名が委員等として参加しており、日

本国内の単一施設としては最多の貢献数となっている。加えて、インドネシアに包括的てんかんセンターを育

成する事業（日本てんかん学会および日本光電工業株式会社との共同）では、当院の遠隔てんかん症例検討会

を英語で配信するサービスを定期的に実施した。毎回、参加者 100名以上の盛況であり、包括的てんかんセン

ターの重要性を伝えることができた。今後はインドネシア国内での遠隔てんかん症例検討会に参加することに

よって、プロジェクトの最終ゴールを目指している。 

以上の活動の詳細を以下の目次にしたがって解説する。 
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１．2023 年度てんかん診療医療連携拠点協議会委員名簿 

 

  氏名 所属先 

1 中里 信和 
東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野 教授（日本てんかん学会専門医・指導医，日本脳

神経外科学会専門医） 

2 遠藤 英徳 
東北大学大学院医学系研究科神経外科学分野 教授（日本脳神経外科学会専門医，日本脳神経血

管内治療学会専門医・指導医，日本脳卒中学会専門医・指導医） 

3 青木 正志 東北大学大学院医学系研究科神経内科学分野 教授（日本神経学会専門医） 



4 菊池 敦生 
東北大学大学院医学系研究科小児病態学分野 教授（日本小児科学会専門医・指導医，日本小児

神経学会専門医，日本人類遺伝学会臨床遺伝専門医） 

5 富田 博秋 東北大学大学院医学系研究科精神神経学分野 教授 

6 高瀬 圭 東北大学大学院医学系研究科放射線診断学分野 教授（日本医学放射線学会専門医） 

7 三木 俊 東北大学病院生理検査センター 診療技術部生理検査部門長 

8 浦山 美輪 東北大学病院 看護部長 

9 神 一敬 
東北大学大学院医学系研究科てんかん学分野 准教授（日本てんかん学会専門医・指導医，日本

神経学会専門医） 

10 小川 舞美 東北大学大学院医学系研究科てんかんスマート医療共同研究講座 助教（公認心理師） 

11 前田 光男 東北大学病院地域医療連携課 専門員・事務部長補佐 

12 吉原 千佳 
東北大学病院地域医療連携センター ソーシャルワーク部門 主任（社会福祉士・精神保健福祉

士） 

13 本庄谷 奈央 
東北大学病院地域医療連携センター  ソーシャルワーク部門 てんかん診療支援コーディネータ

ー（精神保健福祉士） 

14 上埜 高志 
東北福祉大学総合福祉学部社会福祉学科 教授（精神保健指定医，日本精神神経学会専門医・指

導医） 

15 萩野谷 和裕 宮城県立こども病院 副院長（日本てんかん学会専門医・指導医，日本小児神経学会専門医） 

16 北村 太郎 仙台市立病院小児科 医長（日本小児神経学会専門医，日本小児科学会専門医・指導医） 

17 角藤 芳久 宮城県立精神医療センター 院長（精神保健指定医） 

18 村上 靖 宮城県保健福祉部精神保健推進室 室長 

19 菅原 美帆子 宮城県保健福祉部精神保健推進室 技術主幹（精神保健推進班長） 

20 小原 聡子 宮城県精神保健福祉センター 所長 

21 大村 悠子 仙台市保健所太白支所 障害高齢課 地域支援係長 

 

２．2023 年度の代表的活動 

 

開催日 名称 研修内容 

4月 19日 
第 145回東北大学てん

かん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会。遠隔会議シ

ステムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り。 

4月 19日 
てんかん包括医療東北

研究会 

てんかん診療に関わる東北地方の医師及び医療関係者を対象として，広島大学

病院てんかんセンター教授の飯田幸治先生の講演。 

6月 21日 
第 146回東北大学てん

かん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会。遠隔会議シ

ステムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り。 

7月 19日 
東北てんかんフォーラ

ム 

てんかん診療に関わる東北地方の医師及び医療関係者を対象として、てんかん

と睡眠をテーマに、ちゃたに脳神経すいみんクリニック茶谷裕先生の講演。 

7月 19日 
第 147回東北大学てん

かん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会。遠隔会議シ

ステムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り。 



9月 13日 
第 148回東北大学てん

かん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会。遠隔会議シ

ステムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り。 

10月 30日 
第 149回東北大学てん

かん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会。遠隔会議シ

ステムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り。 

11月 15日 
てんかん包括医療東北

研究会 

てんかん診療に関わる東北地方の医師及び医療関係者を対象として、てんかん

と妊娠をテーマに、山口県立総合医療センター産婦人科の佐世正勝先生の講

演。 

11月 25日 
第 150回東北大学てん

かん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会。遠隔会議シ

ステムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り。 

12月 18日 
第 151回東北大学てん

かん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会。遠隔会議シ

ステムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り。 

1月 17日 
東北てんかんフォーラ

ム 

てんかん診療に関わる東北地方の医師及び医療関係者を対象として，新潟大学

脳神経外科教授の大石誠先生による「てんかん手術にまつわる歴史と脳研究へ

の挑戦」と題した特別講演。 

1月 27日 
第 152回東北大学てん

かん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会。遠隔会議シ

ステムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り。 

２月 2日 
第 1回インドネシア遠

隔てんかん症例検討会 

難治性てんかんの治療方針の決定のため、インドネシア国内の複数施設からの

医療者が一同に介して症例の治療方針を議論する会。記念すべき第１回には

100名以上の参加者があり、日本からは東北大学病院てんかんセンター長の中

里が参加して、検査の判読や治療方針決定についての助言を行った。 

2月 19日 
第 153回東北大学てん

かん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会。遠隔会議シ

ステムを用いて全国各地の専門施設からの参加有り。 

3月 23日 
第 154回東北大学てん

かん症例検討会 

難治性てんかん症例の入院精査結果に基づいた包括的症例検討会。遠隔会議シ

ステムを用いて全国各地の専門施設からの参加予定。 

3月 23日 
てんかん啓発パープル

デー宮城イベント 

てんかん啓発を目的に一般市民向けのイベントを仙台駅東口の公共エリアを用

いて実施する。事前にエフエム仙台を通じてラジオ放送による周知も実施予

定。 

 

３．国際抗てんかん連盟（ILAE）における委員会・作業部会の委員等 

 
 現在、東北大学てんかんセンターから派遣されている委員は以下の通り。 

 

・中里信和：Neurophysiology Task Force 委員 

・藤川真由：Neuropsychology Task Force委員 

・大沢伸一郎： Crisis Response Task Force 委員 

・黒田直生人：Mentoring Task Force 委員 

・黒田直生人：機関誌 Epilepsia Open, Editorial Internship 
・黒田直生人：Young Epilepsy Section (YES) 委員。同日本支部委員長 

 

４．抗てんかん発作薬選択ツール「EpiPick」の日本語版の作製 
「EpiPick」とは、てんかん発作の診断および分類と抗てんかん発作薬の単剤療法選択において、医療者を補

助する目的に設計されたプログラムである。 



このプログラムの対象症例は 10歳以上で、薬剤相互作用の可能性を考慮し、可能な限りの単剤療法を推奨し

ている。日本を含む各国のガイドラインには必ずしも準拠していないが、本プログラムの妥当性は複数の国に

おいて多施設前向き研究が実施され、てんかん領域の専門誌「Epilepsia」に複数の論文が掲載されるなど、現

時点でのエキスパートオピニオンを示している。 

すでにインターネット上では、英語、ポルトガル語、ウクライナ語を選択して、誰でもアクセスが可能であ

る。加えて今年度、てんかん科の神一敬准教授と中里信和教授の翻訳による日本語版が登場した（図

https://epipick.org/#/）。 

 

 
 

５．受賞・研究費等 

 
1) 中里信和：国際臨床脳磁図学会 第 1回 Lifetime Achievement Award（2023年 5月）  

2) 中里信和：トンネル磁気抵抗素子を用いた室温稼動の頭皮密着脳磁計の開発．日本生体医工学会 荻野賞（臨

床応用研究賞）（2023年 5月） 

3) 中里信和：トンネル磁気抵抗素子を用いた室温稼動・頭皮密着型脳磁計の臨床検査法への応用．中谷医工計

測技術振興財団「特別研究助成」（2023〜2024年度） 

4) 藤川真由：東北開発財記念財団、令和 5 年度後期海外派遣援助事業（韓国サムソン大学病院てんかんセン

ター訪問、2024年 3月） 

5) 藤川真由：てんかん患者の運転禁止指導後の運転継続への生物心理社会的要因の検証．日本損害保険協会 

交通事故医療＜特定研究助成＞、2023年 8月 

6) 浮城一司：仙台市「SENDAI Global Startup Campus」採択による米国マサチューセッツ工科大学およびス

タンフォード大学の訪問、2023年 12月 

7) 小川舞美：東北開発財記念財団、令和 5 年度後期海外派遣援助事業（アメリカてんかん学会参加、2023 年

12月） 

8) 小川舞美：てんかん患者の職場での病名開示の決定に関与する要因の検討、日本てんかん学会優秀ポスタ

ー賞（2023年 10月） 

9) 小川舞美：小児期発症てんかん患者の病気開示の意思決定への影響要因の解明 〜てんかんに関する自己開

示の意思決定支援ツールの開発を目指して．明治安田こころの健康財団研究助成（2023年 8月） 

10) 小川舞美：スマートフォンと人工知能を用いて、てんかん患者の発作間欠期不快気分症状のメカニズムを

明らかにすること．東北大学男女共同参画推進センターTUMUG支援事業「スタートアップ研究費」（2023年

https://epipick.org/#/


8月） 

11) 下田由輝：日本てんかん学会 JUHN A AND MARY WADA 症例賞（基礎部門）、2023年 10月 

12) 曽我天馬：MRI陰性側頭葉てんかんの術後発作転帰と発作時心拍数上昇の関係、日本てんかん学会優秀ポス

ター賞（2023年 10月） 

13) 此松和俊：トンネル磁気抵抗素子を用いた在宅脳磁計の開発、東北大学大学院医学系研究科令和５年度ブ

ースター研究奨励賞「優秀賞」（2023年 11月） 

14) 久保田隆文、此松和俊、高橋健人、他：PERPLE（てんかん個別化医療）、東北大学第２回ビジネスコンテス

ト「最優秀賞」、2023年 12月 

15) 久保田隆文：てんかん個別化医療プラットフォーム．国際的コーチングプログラムに採択、2023年 10月 

16) 黒田直生人：米国てんかん学会 2023年大会 Travel Award、2023年 8月 
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